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第２回追浜公園等指定管理者選考委員会 会議記録 

 

概 要 

日 時：令和３年 10月７日（木） 午前 10 時 00 分～午前 11時 05 分 

 

場 所：横須賀市役所本庁舎３号館 ３階 301 会議室 

     （応募団体控室は 304 会議室、傍聴者控室は 302 会議室） 

 

出 席 者：選考委員 ◎工藤 幸久 (横須賀商工会議所事務局次長兼総務渉外課長) 

○三浦 勝明 (横須賀市環境政策部公園管理課長) 

 久光 一誠 (追浜地域運営協議会 委員) 

柏木 雅一 (横須賀市体育協会 理事長) 

 高橋 哲也 (横須賀市文化スポーツ観光部スポーツ振興課長) 

＊敬称略  ◎委員長 ○職務代理者 
：事務局         小野・増田・千葉・内山・齊藤・竹下・小林・福田・藤平・須田・鈴木 

・前原（環境政策部公園管理課）  
傍 聴 者：６名 

 
議事次第 

・第２回追浜公園等指定管理者選考委員会開会 

・進行についての事前説明（事務局） 

・非公開での意見交換 

・公開での応募者によるプレゼンテーション・質疑応答 
 
第２回追浜公園等指定管理者選考委員会 開会（非公開部分含む） 

・本委員会の委員数は５名であり、指定管理者選考委員会等条例の第４条の規程による定足数の半数 

以上の出席があることから、本委員会の成立を確認。【各委員】 
・追浜公園ほか２箇所の募集団体は１団体であり、提出書類を確認したところ、各団体とも応募資格に

問題が無いことを確認。【各委員】 

・当日の応募者によるプレゼンテーション・質疑応答の方法等について確認【各委員】 

・傍聴者入場（６名） 
 
追浜公園ほか２箇所 応募団体①  

シティサポートよこすか・横浜 DeNA ベイスターズ共同事業体 

●プレゼンテーション 20 分間 

※プレゼンテーション開始前に説明資料（パワーポイントの表示画面を印刷したもの） 

                                    ＊終了後回収なし 
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●質疑応答 35 分間 

（委員 質問） 

 地域のスポーツ振興について、横須賀市ではスポーツ推進委員協議会や学区体育振興会などが地元で

スポーツ振興をしているかと思うが、そのようなところとの連携等についてのプランなどはあるか。 

 追浜公園のすぐ横にある追浜中学校や追浜高校との連携などについてプランはあるか。 

 83 ページの施設管理料では、直営による作業で外注委託料の削減を見込んでいるが、収支予算書で

は業務委託料が上がる計画となっているが、これはどのように理解したらよいのか。 

 

（シティサポートよこすか・横浜 DeNA ベイスターズ共同事業体 回答） 

 代表企業であるシティサポートよこすかでは、スポーツ推進委員協議会と佐原２丁目公園のリーフ

スタジアムにてグラウンドゴルフの大会を共催にて行っており、今後についても、広い人工芝で行

える競技について追浜公園でも検討していきたい。 

 提案書に記載はなかったが、追浜中学校とは職業体験や職場見学の受入れをしている。追浜高校と

はインターンシップにて公園に来ていただいている。 

 最低賃金の増加により委託費用が増加している。 

 

 

（委員 質問） 

 駐車場の台数が少ない件について、その確保についてはどのような見通しを持っているのか。 

 球場がどの程度使われているのかを教えていただきたい。 

 スポーツ振興の町ということについて、ベイスターズの２軍が試合をしていることをみな薄々は感

づいていると思う。もう少し市民に分かるような広報の仕方などが必要かと思うが、どのように考

えているか。また、小学校あるいは小さいころから本物のものに触れることは大事だと思うがいか

がか。 

 36 ページの障がい者及び男女共同参画への配慮に関する項目にて、育児休業から看護休暇まで記載

があるが給与や何日（何時間）まで取ることができるかなどについて教えていただきたい。 

 

（シティサポートよこすか・横浜 DeNA ベイスターズ共同事業体 回答） 

 駐車場については今年度、市にて第１球場跡地に拡張する計画がある。 

 利用率については、プロ野球の試合は 60 程度、練習含めて 70 近く行われている。そのほかでは、

土日はほぼ高校、中学の大会などで使用されており、平日においても高校生の部活や一般の利用が

あり、年間凡そ 70％程度の利用率となっている。 

 ベイスターズの試合の告知等については、大変前向きな考えを持っており、横須賀市、地域運営協

議会、商店街等の諸々との連携及び京急を含めた三者連携をフル活用して、より一層市民に周知で

きるような働きかけを進めていきたい。 

 給与は全額支給となっていないが、何割支給（詳細はすぐに回答できない）といった形になってい

る。 
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（委員 質問） 

 募集要項の 21～22 ページにかけて観光立市アクションプランへの対応を求める記載がある。提案書

では記載が見られなかったが、考えがあれば教えていただきたい。 

 また、付随してスポーツ大会の誘致を行うことが書かれており、大会や合宿の誘致を積極的に行う

姿勢をとり、昨年今年と大学野球部の合宿などを開催した。これらを継続的にすすめるには、主催

者側が横須賀市で実施することの利便性を感じることが大事だと思うが、これについて何か考えが

あればお願いしたい。 

 事業計画書の 71 ページには駐車場の事故防止対策の記載があり、ここには大会開催時などの利用者

の多いイベント時には交通整理員を随時配置するとあるが、駐車場に増員配置するということであ

れば、人件費や平時の人員配置などについて気になるが、いかがか。 

 事業計画書の 82 ページのドッグランについて、新たな取り組みとして講習会の提案があるが、現状

の記載だとどのようなことをするのかが若干不明なため案があれば教えていただきたい。 

 

（シティサポートよこすか・横浜 DeNA ベイスターズ共同事業体 回答） 

 観光に関わる施策の一つとして、８月からシェアサイクルステーションを夏島都市緑地に設置し、

駅から観光目的で来やすいように考えている。また、駅の方に設置できていないが、シティサポー

トよこすかが管理している追浜駅の自転車等駐車場の方にも土木部と協議して設置していきたいと

考えている。 

プロ野球においては、市外から来る人が多くみられるが、横須賀市に宿泊し２日間見られて帰る人

も中にはいるかもしれないが、なかなかそのあたりのご案内ができていけてないと考えている。ま

た、売店において、地元に所縁のある名物が提供できないか模索しているところである。 

 新型コロナウイルスの蔓延に伴い、大会の主催者とは感染予防を踏まえて調整・打合せをして、ど

のようにお互いに協力しながら安全に大会を運営できるかということを行っている。そういったも

のを主催者と協力して行っていきたいと考えている。 

 今までの経験から、あらかじめどの程度の駐車台数が必要となるかを予測し、主催者と調整した上

で、整理については公園のスタッフの配置などをしている。 

 現在問題となっているのは犬の躾よりも飼っている利用者のモラルの低下が問題となっているので、

意識の向上をしていきたいと考えている。プロの犬の指導ができる方にお願いしているところです。 

 

 

（委員 質問） 

 44 ページのスポーツ能力測定会の記載があるが、今後横須賀スタジアム等でも同様の測定会を計画

されるということでよろしいか。 

 （上記に付随して）追浜公園にはスピードガンなどもあるので、そこらへんも生かせるのではない

かと思うがいかがか。 

 63 ページのプロスポーツチームとの協同では、よこすかプロスポーツデイについて記載があるが、

これが実施予定表だと「検討・協議する」のところに記載されており、「提案・努める」のところで

はなかった考え方・理由などがあればお願いする。 
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 68ページの公益目的事業一覧について、これまでの実績を見ると、追浜公園に関する記載がないが、

今後追浜公園でこういった活動をしていくということでよろしいか。 

 70 ページのドライミストの設置についてあるが、これは追浜公園にも設置するという理解でよろし

いか。 

 83 ページの指定管理料の削減について、削減できた経費については、市民の皆様に還元するとある

が、具体的にどう還元していくのか。 

 自主事業一覧にて９万９千円の収入が計上されているが、その収入を得る仕組みなどあれば教えて

いただきたい。 

 

（シティサポートよこすか・横浜 DeNA ベイスターズ共同事業体 回答） 

 こちらはシティサポートよこすかのスポーツ振興の取組の一環として記載いており、今の予定では

体育会館での開催を予定している。同じようなこととして、スポーツフェスタにて追浜公園で開催

しているものがある。 

 すでに横須賀市主催のスポーツフェスタでは、スピードガンコンテストやストラックアウトなどの

ゲームを用意し、追浜高校のチアダンス部に発表してもらうなど地域の皆さんに喜んでいただける

ようにやってきており、コロナ前までは 1000 人以上に来ていただいている。 

 よこすかプロスポーツデイについては、やりたいと前向きに考えているところであるが、競技を実

施するに当たり、どの施設が適当なのかを選定しているところで、現在は検討中のため「提案・努

める」に記載している。 

 今後追浜公園では、人工芝を利用した走り方教室や自主事業として行ってきたベイスターズの野球

教室を一部公益事業を活用しながら継続していくことを考えいている。 

 ドライミストは４年前からテニスコートに設置することを計画してきたが、公園スタッフでは難し

いという結論になった。代わりに、日除けなどを観覧席のところに設置して対応させていただいて

いる。 

 85 ページにも記載があるが、公益事業の中で市民サービスの一環で還元していく。 

 収入については、今年、横須賀スタジアムでロックコンサートについて行ったが、スコアボードへ

映し出す映像をいくつか作成し、その費用と整備に関して労務費分を入れている。 

 

（委員 質問） 

 先ほどの説明にて LGBT への配慮とあったが、例えばスタッフとして受け入れた際や来場者に対する

対策、施設としての対策などがあると思うが、今後どのような形で対策していくかの具体策はある

か。 

 

（シティサポートよこすか・横浜 DeNA ベイスターズ共同事業体 回答） 

 LGBT への配慮については、年に１回多様な性に関する研修を行っている。また、ハード面では例え

ば更衣室などでそのような問題に直面した際には空いている部屋をご案内するなど、施設として可

能な範囲で対応している。 
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                            プレゼンテーション・ヒアリング終了 

 

 

【事務局からの連絡事項】 
 
                                           終了 
 
 
 

  【事務担当：横須賀市環境政策部公園管理課管理第２係 前原 TEL046-822-9561】 


